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こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
、
活
動
は
再
開
し
た
い

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
も
怖
い
と
い
っ
た
複

雑
な
局
面
に
立
た
さ
れ
て
い
る
方
々
は
大
変

多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
当
委
員
会
に
お
い
て
、
許
容
さ

れ
る
範
囲
内
で
少
し
ず
つ
運
営
・
活
動
を
再

開
し
た
具
体
例
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

両
サ
ー
ク
ル
と
も
施
設
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
対
策
を
と
っ
た
利

用
方
法
に
沿
っ
て
活
動
し
、
練
習
後
の
飲
食

は
最
低
限
に
す
る
、
飲
み
会
等
は
オ
ン
ラ
イ

ン
を
活
用
す
る
な
ど
工
夫
を
凝
ら
し
て
少
し

ず
つ
活
動
を
再
開
し
て
い
ま
す
。
少
し
で
も
、

皆
様
の
ご
参
考
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

靴底消毒

コミュニティ祭り　育英太鼓

コミュニティ祭り　昔懐かし縁日

　

浅
草
橋
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員
会
に
お

け
る
最
大
の
行
事
は
、
毎
年
11
月
初
め
に
実

施
し
て
い
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
祭
り
」
で
す
。

例
年
8
月
ご
ろ
か
ら
実
行
委
員
長
を
中
心
に
、

委
員
会
で
準
備
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
祭
り

当
日
は
、
台
東
育
英
小
学
校
の
生
徒
た
ち
に

よ
る
力
強
い
育
英
太
鼓
（
写
真
左
）
を
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
に
、
地
域
の
名
産
を
販
売
す
る
物

産
展
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
野
菜
販
売
を

定
番
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
令
和

元
年
度
は
昔
懐
か
し
縁
日
（
写
真
下
）
を
企

画
し
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で
大
好
評
で
し
た
！

　

ま
た
、
地
域
の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
、

浅
草
橋
紅
白
マ
ロ
ニ
エ
ま
つ
り
や
、
柳
橋
納

涼
盆
踊
り
大
会
、
柳
北
お
ど
り
な
ど
の
お
手

伝
い
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

当
委
員
会
に
は
運
動
系
17
サ
ー
ク
ル
、
文

化
系
４
サ
ー
ク
ル
が
あ
り
、
台
東
育
英
小
学

校
な
ど
の
施
設
を
お
借
り
し
て
、
日
ご
ろ
か

ら
ス
ポ
ー
ツ
や
音
楽
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。 浅

草
橋

浅
草
橋

地
区
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員
会

　

し
か
し
、
令
和
2
年
春
先
か
ら
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
り
、
学
校

施
設
の
開
放
が
休
止
さ
れ
、
各
サ
ー
ク
ル
の

一
連
の
活
動
が
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し

た
。
サ
ー
ク
ル
メ
ン
バ
ー
に
と
っ
て
は
、
大

変
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
出
来
事
で
す
。
感
染
拡

大
が
収
束
に
向
か
う
か
と
思
え
ば
再
拡
大
と
、

先
が
見
え
な
い
状
況
が
継
続
し
て
い
ま
す
。

●
テ
ニ
ス
サ
ー
ク
ル
の
例

　

テ
ニ
ス
の
場
合
は
、
プ
レ
ー
中
よ
り
も
、

プ
レ
ー
前
後
の
更
衣
室
に
お
け
る
着
替
え
、

あ
る
い
は
プ
レ
ー
後
の
飲
食
の
方
が
、
感
染

の
危
険
度
は
高
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
定
期
的
に
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が
確
保

で
き
る
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
活

動
が
、
い
か
に
恵
ま
れ
て
い
た
の
か
を
、
ま

ざ
ま
ざ
と
痛
感
す
る
と
と
も
に
、
改
め
て
感

謝
す
る
次
第
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
使

用
可
能
な
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が
限
ら
れ
て
い
る

た
め
、
コ
ー
ト
を
確
保
す
る
こ
と
は
難
し
い

状
況
で
す
。
幸
運
に
も
コ
ー
ト
使
用
の
抽
選

な
ど
に
当
た
っ
た
際
に
は
以
下
の
こ
と
に
留

意
し
ま
し
た
。

・
メ
ン
バ
ー
の
数
を
限
定
し
て
、
多
人
数

と
な
ら
な
い
よ
う
に
配
慮
し
、
１
コ
ー

ト
６
名
程
度
に
す
る
。

・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
往
復
時
の
マ
ス
ク
着
用
、

プ
レ
ー
時
は
熱
中
症
対
策
も
あ
り
任

意
。

・
手
指
消
毒
は
も
ち
ろ
ん
、
特
に
靴
底
の

消
毒
を
実
施
。
テ
ニ
ス
ボ
ー
ル
は
プ

レ
ー
中
バ
ウ
ン
ド
し
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
は

そ
れ
を
必
ず
手
で
持
つ
の
で
、
靴
底
に

つ
い
た
ウ
イ
ル
ス
が
う
つ
る
可
能
性
が

あ
る
。
靴
底
の
消
毒
は
極
め
て
重
要
。

●
合
唱
サ
ー
ク
ル
の
例

　

合
唱
は
、
い
わ
ゆ
る
〝
三
密
〟
や
飛
沫
感

染
の
危
険
を
起
こ
す
条
件
を
満
た
す
活
動
で

す
。
室
内
で
、
大
勢
が
集
ま
り
、
大
き
な
声

で
歌
う
わ
け
で
す
か
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
大

変
危
険
で
し
ょ
う
。　

　

し
か
し
、
そ
ん
な
中
で
も
、
歌
い
た
い
、

練
習
を
し
た
い
と
い
う
思
い
は
強
く
、
何
と

か
練
習
を
再
開
し
始
め
て
い
ま
す
。

・
集
ま
っ
て
行
う
練
習
は
現
段
階
で
は
極
力

実
施
し
な
い
。

・
リ
モ
ー
ト
ツ
ー
ル
を
利
用
す
る
練
習
方
法

を
大
い
に
活
用
す
る
。
通
信
タ
イ
ム
ラ
グ

が
あ
る
が
、
工
夫
次
第
で
は
実
際
に
集

ま
っ
て
練
習
す
る
よ
り
も
中
身
濃
く
進
め

ら
れ
る
。

・
集
ま
っ
て
練
習
を
実
施
す
る
場
合
は
下
記

の
細
心
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
対
策
を
行
い
、
本
人
並
び
に
家

族
で
感
染
リ
ス
ク
が
高
い
方
は
、
十
分
注

意
し
て
参
加
可
否
判
断
を
す
る
。

（1）
貸
出
許
容
さ
れ
て
い
る
公
的
な
施
設
を

利
用
、
感
染
状
況
に
応
じ
て
中
止
判
断

も
す
る
。

（2）
歌
う
と
き
も
含
め
、
常
時
マ
ス
ク
を
着

用
。

（3）
練
習
中
は
30
分
に
１
回
程
度
5
～
10

分
換
気
。

（4）
練
習
後
は
、
使
用
施
設
、
用
具
の
ア
ル

コ
ー
ル
消
毒
清
掃
の
徹
底
。

　

あ
き
ら
め
な
い
気
持
ち
、熱
意
が
あ
れ
ば
、

何
か
し
ら
の
方
法
が
見
つ
か
る
は
ず
で
す
。

委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
に
と
っ
て
は
大
変
困
難

な
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
が
、「
夜
明
け
の

来
な
い
夜
は
無
い
」
と
信
じ
、
こ
の
難
局
を

乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

齋
藤　

芳
則


